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⽇本の科学技術⼒を向上させるのは⼈材であり、⼈材は⼀朝⼀⼣には育たない 
 
⽇本において博⼠号を持つ⼈の評価は低い。海外、たとえばアメリカなどでは博⼠号を持っ
て初めて研究者として認められる。たとえば、⻘⾊発光ダイオードの発明でノーベル賞を受
賞した中村修⼆さんはアメリカに留学時には博⼠号を持っていなかったために、研究者仲
間に冷たくあしらわれたと著書に記しておられる。博⼠号はアメリカにおいては Ph.D.、こ
れを⽇本語に訳すとドクター・オブ・フィロソフィーである。 
 
Ph.D.は科学技術の⽅法論を極め、
また新たなる⽅法を思索する達⼈
に贈られる称号ということになろ
う。必ずしも Ph.D.という称号が
必要かと聞かれれば、私はそのよ
うには思っていないが、Ph.D.に相
当する実⼒を有している多くの⼈
が、⽇本の科学界、および企業内に
必要であろうことは論を待たな
い。 
 
さて、「国を挙げ博⼠育成を」から
その⼀部を右に抜粋した。グラフ
は⽇本の博⼠号取得者数が減少し
ていることを⽰している。 
 
この記事より私が注⽬した部分
は、 
１．博⼠号を取得するためには多
額の出費が必要である 
 ⽇本でこの博⼠号取得のための
出費が回収できるかは疑問である。私が就職
した会社では、給与体系は⼤学学部の卒業年
度を基準に構築されていた。修⼠課程で⼊社
すれば２年前に⼊った⼈と同じ給与、博⼠課



程で⼊社すれば５年前に⼊った⼈と同じ給与ということである。修⼠課程で考えると、理系
が２年間授業料を収めている間に、⽂系は２年間会社より給与をえている。そして、理系が
⼊社したときには、この理系と⽂系の給与が基本的には同じであるということである。博⼠
課程ではこれが５年となる。 
２．博⼠は視野が狭い 
 会社が博⼠を使いこなせていない。あるいは、博⼠の提案したことを上司が理解できない。
ここに問題の源があると私は考えている。Ph.D.である。フィロソフィー、哲学の達⼈であ
る。物事を考える⽅法論を修めた者が博⼠である。⼀つの分野の⼀つの困難を解決する過程
で⾝につけた思考⽅法も含めた⽅法論は、他の分野の今までとは異なる問題と⾏き会った
としても、⼗分に解決できる能⼒を博⼠は有している。 
３．修⼠課程の修了者は就職のために修⼠課程に進んでいる 

修⼠課程修了者の実⼒が低下しているのではとの指摘である。私もそのように感じてい
た。頭の回転が速い学部卒のほうがはるかに優秀な場合も多い。Ph.D.は哲学（考えること）
を極めた⼈と⾔ったが、修⼠課程修了者にも当然そうあってほしい。修⼠課程は博⼠課程前
期、博⼠課程は博⼠課程後期と分類されている。理系の採⽤は修⼠課程でなければ、という
企業側の思い込みに⼤きな問題がある。 
 
 
右の記事は同じく本⽇の⽇本経済新
聞からである。教育とは何であり、
具体的にはどのようにすべきもので
あるかを⾒事に語ってくれている。 
 
⽇本⼈は、⼩学校より必ず正解があ
る問題を解き、さらにはその答えは
⼀つの実、解き⽅も決められた⽅法
に従わなければ正解とはならない。 
 
世の中の問題には正解があるのかな
いのかもわからない。それでも、寝
⾷を忘れて頑張っていると突然に
「解決策」が天より舞い降りてくる。 
 
Ph.D.はこのことを多く経験してき
た⼈たちでもある。 
 


